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農林水産省消費・安全局動物衛生課

最近の家畜衛生をめぐる情勢について

【参考資料１】



動物衛生に関する情勢

○ 国際的な動物の伝染性疾病の広がりや国境を越えた物流・交通の活発化に伴い、近年これまで国内で発生が確認
されていなかった疾病が発生。

○ これを受け、家畜伝染病予防法を改正する等、動物衛生体制を充実。

年
できごと

国内 海外

1992(H4)
OIE東京事務所の開設。 イギリスでのBSE発生数がピーク。

イギリスでH5N1発生。

1996(H8) 豚コレラ（CSF）撲滅体制確立対策事業開始。

1997(H9)
家伝法改正（伝達性海綿状脳症の法定伝染病化、検疫手続の電子化等）。 ドイツでCSF発生。

2000(H12)
FMDが宮崎県等で発生、 家伝法改正（わら等の動物検疫開始）。 台湾で牛でのFMD再発。

2001(H13)

BSEが発生、 家伝法改正（特定防疫指針、飼養衛生管理基準の新設等）。 イギリス、フランス、オランダ、アイルランドで
FMD発生。

スペイン、ドイツでCSF発生。

2003(H15) 牛個体識別制度の開始。消費・安全局が設置。茨城でコイヘルペスが発生。 米国でBSE発生。

2004(H16)
HPAIが日本で発生。 ヒトでのAI(H5N1)発症が多数報告。

家伝法改正（手当金減額措置の導入、売上減少額への助成措置等）。

2007(H19)
CSFの撲滅宣言、動物検疫所による水産動物検査の開始。 米国でメラミン混入の中国産蛋白質原料でペット

の健康被害が発生。

2010(H22) FMDが宮崎県で発生、HPAIが全国各地で発生。

2011(H23)
家伝法改正（家畜防疫官による旅客への質問、飼養衛生管理基準の強化等）。
FMDについてOIEによるワクチン非接種清浄国への復帰の認定。

牛疫の根絶宣言。

2013(H25) BSEについて無視できるリスク国のステータス認定。 中国でヒトでのAI(H7N9)が発生。

2015(H27)

CSFについてOIE清浄国のステータス認定。

農研機構動物衛生研究部門が「牛疫ウイルス所持及びワクチンの製造・保管施設」認定。

2016(H28)

薬剤耐性アクションプラン策定。

第2回世界獣医師会・世界医師会“One Health”に関する国際会議を福岡で開催。

農研機構動物衛生研究部門が牛疫のOIEレファレンスラボラトリーに認定。

2017(H29) 乳製品の動物検疫開始。

2018(H30)
国内で26年ぶりとなるCSFが発生。 中国でアジア初となるアフリカ豚コレラ（ASF）

が発生。

2019(H31)
家畜保健衛生所における精度管理を開始。
畜産物の違法持ち込みへの対応の厳格化開始。 モンゴル、ベトナム、カンボジアでASFが発生。 1



豚コレラ

➢原因：豚コレラウイルス (classical swine fever virus)
➢宿主：豚、いのしし ※人には感染しない
➢分布：欧州、アジア、アフリカ、南米の一部の国々

※ 平成30年に岐阜県で、平成４年に熊本県で発生。
※ 我が国では清浄化に成功（平成19年4月に認定）。
※ 周辺国では常在。絶えず侵入リスクにさらされている。

➢症状：急性、亜急性、慢性型等多様な病態を示す。白血球減少。
※ 有効なワクチンが存在

アフリカ豚コレラ

➢原因：アフリカ豚コレラウイルス（African swine fever virus）
➢宿主：豚、いのしし（ダニによっても媒介） ※人には感染しない
➢分布：アフリカ、欧州の一部（ロシア及びその周辺国、東欧）

※ 日本未発生。
※ 2018年８月、中国に侵入（アジアで初の発生）

➢症状：甚急性～不顕性まで幅広い病態を示す。
豚コレラに酷似するがより病原性は強い傾向。

※ ワクチン、治療法はない

【皮膚紫斑（しはん）】

（出典：動物衛生研究部門）

【全身の出血性病変、チアノーゼ】
（出典：Veterinary school of Barcelona, 
SpainCentro de Vigilancia Sanitaria,
Veterinaria, Spain） 2




